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北 海 道 産 イ ヘ バ へ 亞 科
“／：
，　）

加　　藤　　 靜　　夫

（北海迸 農事 試驗場 昆蟲部｝

　　 　　 　　THE 　SU8FAMILY 　 MUSCINAE 　 OF　 HOKKAIDO ，

　　　　　　　　　　　　　 By 　SHIzuo　I〈　STo ，

　　本邦窟イ ヘ バ へ 科 の 分類學的研究に就 い て は，RS τE∬ 氏 が 1915 年に H ．

SAUIrER 氏の 臺灣採集品に 關す る 研究 を發表 して ，同地 の もの だけは 多少明か

となつ た が ， 其の 他の 地方か らは D ．W ．　CQQUILLET
，
　P．　 STEIIr

， 松村松年 ， 素木

得
一

， 山田信「郎等 の 諸氏 に 依 り斷片的 に報告 きれ て 居 るだ けで
， 總括的 に は

未 だ殆 ど研究 され て居 な い 趺態 に あ る。

　　イ ヘ パ へ 科 は イ ヘ パ ヘ サ シ バ へ ，タネ バ へ ， ダ イ コ ン バ へ 等 の 害蟲 を始

め潜葉性，潜藪 陸の 種類を も多數含む もの で ， 一般衛 生，畜塵 ， 農園藝上 重要

な關係を有す る 1 科で あ る。 数 に は北海道産 イ ヘ バ へ 科の 中， 最 も普通 に知 ら

れて 居 るイ ヘ パ t“
・

1
サ シ バ へ 等を含む イ ヘ バ へ 亜 科 に就V ・ て 蓮 べ るが ， 本文 中

の 檢索表 は本州 中部以 北の イ ヘ バ へ 亜 科 全般に 亙つ て 利 用 が 出來 る か ら， 大方

の 御參考 に なれば幸 で ある。

　　本研究は北海道帝國大學農學部昆蟲學教室 ， 北海道農事試驗場昆蟲部所 藏

標品竝 に著者 自身の 採集品に 基 くもの で あ る が，從來本邦か ら未記 録の 種類 に

對 して は ， 北海道以外 の 薩地 に 就 い て も上記の 所藏標 品に 依 垢己録す る こ とに

した 。

　　本報文 を草する に 當 り，北 海道帝國大 學名譽歡授松村松年博士 の 著者 に 對

する常 に絶へ ざる御指導 と ， 北海道農事試驗場技師桑 山覺 ，
・北海道帝國大學助

敦授 内田登一兩博士 の御厚意 と御援助 に對 して 厚 く感謝 の 意 を表 す る 次 第で あ

る。

イヘ バ ＾ 科及び イ ヘ パ へ 亞 科の 特徴

イ ヘ パ へ 科 の 分類法蹴 い て は歐来の 學者間に 鈔 の 異論が あ る が， 著者

X’） 北侮道農事試驗揚昆蟲部業績
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は大懸 洲の 各輌 家及び最近米 園鯲 て も C ・・H ・　CuRli．Nx　LIZ＃gelC　tlgつ て 提唱

齢 て 居 る分類法 挫 礎 と して
， 從來特 1鯲 て 探刪せ られ て 居 る イ へ ・“　．．．　SJ・｝

の 限界を少 しく藪 し た ・・ と思 ふ． 則 ち ・ の 嬲 灘 依つ て 本科 の 主 な櫞 を

逑 べ て 児 ると ， 細 後1醐 刊 ・ll毛 （h｝
：popleural　bri・tl・s）鰍 収 居 る が，着

し之が存在 して 居 る場 合 に は細毛 ；Uことなつ て 居る か ， 或は翅 基下刺毛 （pte「D’

，，，u ，。1　b，… 1。、）を缺 い て 居 る ・ 腹1醐 刺毛 （s・。・
’
… plcuval　bri・tl・・）の 醐 繭

方 か ら ・ ，1
，

・，2，
・ 2 、2 ， 叉 は 之の 變形で あつ て

・ 決 して L）・・ とな る こ と瞰 い ；

，蹶 は翅 の嬲 まで 酬 に 延 長 して 居 る か誠 は先鰤 ‘〈鞦 に黼 ｝τ励 し

て 居 る 、 歟 片 歔 を くて 靨 で あ る ；　 II2r部 は 欟 上 櫛 で ， 第 獅 以下 姓

ns2XEIiとな つ て 居 る ・ と等 で あ つ て ， 以 ．ヒの贓 か ら蒲 は從來本郷 榔 獨

立 した 蝌 と して 取撚 れ て 居た ハ ナ ・・ へ 科 を 魎 科 と して イ ヘ バ へ f；卜噸 入

した． 而 し て 從來 イ ヘ バ へ 科 に編 入 され て 居た キ ン ・ ・ へ （Zucilia　cctese−｝
’
　L ・謡 〉

ク 。 、レ リバ へ （α 吻 1』・・‘・卿 1・，・・卿 halre　1・IFτc，1コN
’
）等 の 郷 當然本科 よ b除外 レ

C ．H ．　CURぬ斜 氏 （1934年） の提 11昌す る や 5　va　＝ ＝ ク バ へ 科 と
二 緒 に して Meto −

pi・d。。 なる科 を鰍 する か 域 は F．　H 蠅 ・ 麟 の 他 の 酬 の SS門家の 意 見

の や 5．va之 等を ヤ ド リ ． ・ 一 科 に 編 入 して 夫 唖 科 と して 獨 立 させ る の が適 當 と ’

考 へ られ る e

　　本 継 イ ヘ バ へ 科 は イ ヘ バ へ 歴 ・1（M … inae），
ト ゲ バ が へ 亞科 （Pha °

一

。 ii。 。e ），
マ 、… ナ ，・ へ i［Ef・F　（“lyclaeinae）！ ・ ナ ・・へ tt

‘
科 （・X ・・tb。myi ・ae ）1 ヤ チ

， 、 ナ バ へ 亜科 （c 。6。 6、u 。 。 ，） の 5 亞科 を含 ん で 居 る が、イ ヘ パ へ 亞科 は中脈 の

先 端が 多少 な りと も前方 に 屈 曲して 居 り， 觸角刺毛 が 長剏 毛牀 をな して 居 る點　　
ら

で 明か に他 の 亜 科 と區 別す る こ と が 出來る。

　　　　　　　　　　　　　　　 族　の 　檢　索　表

1 （2 ）

2 （1 ）

も
1 （14）

2 （5 ）

。呶 璃 質で軟 く汰 くて 短 い
．

…・− 1・イ ー ・・一族 （望・ib・ 1・tluseini）

。 吻 は瀬 化 して 堅く， 細長L ・
．

・・…・…エ・．サ シ S 一蜘 T ・ib・ St− ydi・ i｝

　　　　　　　　　 1．イ ヘ バ へ 族

　　　　　　　　　 　 T
’
ribe 　Muscini

　　　　　　　　　 屡 　の 　檢　索　表

中脈 は 弓状に 圓味を帶び て 前方 に屈曲して 居 る。
………・…・・……………… 2

中肢脛節 の 後内面に 1 本 の 岡粍 がある。
…・・一 ・・一 一・・……・’… … ’’”鹽’3

1
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3 （4 ） 第 1徑賑 の 基牛部 に短毛 列があ る 。
…・…”…………………・…・…・……………

　　
圏
　　 』’・・”・”・’・一…一・・…・・・・・・・・・…　 ミ ド リ ハ ナ バ へ 屬 （Genus　Dasyphera　R 　D ．）

4 （3 ）　第 1樫脈 に は短毛列が ない o
…一…・一…．・・一………… ……………・………冒一・・

　　　　 ’……’……………一・・一……コ ミ ド リハナ パ へ屬 （Genus　Pyi・ellia 　R ．　D ．｝

5 （2 ） 中肢1階跚の 後内両 に は 剛毛が な い
。
・………………・……一…一・・・…一 …・6

6 （9 ｝ 複瞑に 細毛 が生 へ て 履 る o
……・・’……鹽…”…’tt…’…’’’”…’……’…’…”…”7

7 （8 ＞ 腹部は 幅贋く ， 稍々 圓形で ある 。 中脈の 先端 は顯著 に 屈曲 して 居 る 。 腹胸

　　　　 側刺毛 （sternopleura 】 bristles） の 配列は 1 ：2 で あ る o
・・一…………・・…・

　　　　 ……’………・…・…………セ マ ダ ラハナ パ へ屬 （Genus σ r仰 んσ禍 麗ロ R ．　 D ．｝

8 （7 ） 腹部は細長く， 稍 々 扁甼である 。 中脈 は 殆ど直線をな して 居 り ， 先端だけ

　　　　 少 し く屈tUlして ffl・る。 腹胸側束1】毛 （ster 】iopleun
’
a．　1　brLstles）の配列は 2 ：2

　　　　 である o
・・…・…………・”… ウ ス ホ シ ハ ナ バへ颱 （Ge 【lus 　21．11iospitq　RQND ・）

9 （6 ） 複眼 に は細毛が生へ て 居ない
。
・・・…………・・＋・・………

∵
・・−t…・・………・…

1
・・10

10rlZ ＞ 體色は光澤の ある黒色で， 翅の 塞部 は 鮮黄色を呈 し て 居 る 。 菱状部に は多 ．

　　　　敷の 長剛毛を有 して 居る。
…キ バ ネ ク ロ バ へ 屬 （Gellus　3緬 侃 b曽隔α MEI 嵐）

11　 CIO） 體色は 光澤ある 黒色を呈せ ず， 翅 の 基部 も亦鮮黄色で ない o 菱状部 に は特別

　　　　 の 長剛毛は 有 して 居ない 。

…．……・…
；
…・1…・・…………………・・…・…………12

12 （13） 中刺 毛 （acrestical 　b噂t｝es ） は 強大で顯著である o 菱状部 の 先端は赤隅

　　　　色を呈 して El一る。　
t−・t−一 一・

∵
……

赫 硲 ・｛一 屬 （G ・・… 廊 伽 RD ・｝

13 （12） r［n刺 毛 （adr 。sLical　bristles）は 微細 で ， 不明瞭 で あ る。 菱状部 の 先 端 は

　　　　赤褐色を 呈 して 居 ない 。

ご…・…
セ ジ v ハ デバ へ 囲 （Geuus　iVo7 ・ellia　R 　D ．）

14 （1 ） 車脈 は く字形に 角立つ て 前方に屈曲 して 居 る L 體 色は 光澤ある金緑色乃至

　　　　
幽
嗇蔽色を呈 しセ居ない 。

・……・………・………イ ヘ バ へ 屬 （Genus　3勲 8面 L ）
’

　　　　　　　　　　　　　 1． イ ヘ バ へ 屬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 GenUS 　AIu8cc51」INXE

　　　　　　　　　　　 FaUtla　 Snec．，　 Ed．　 III　 p．439　（1761）

　　中脈は角立つ て 鋭 く前方に 屈曲 し て居 る。
』
體色は金緑色 ，青藍色等の や う

な金屬性色彩を有 して 居 ない d

　　　　　　　　　　　　　　　 種 ．の
’
檢　索　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　1 （2 ） 複瞑間は 比較的幅廣く，複臣即ま相離 反 して 居 る…イ へ ）：へ （意 勧 η襴 旗 α L ．｝
’

L
ぐ

N 工工
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　2 （1 ） 徽 は 殆 ど相躡 して 居 る o
・…・………一一ク p イ ヘ バ へ （M ．COIvina 　F“HR ．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9　　　　 ．

　1 〔2 ｝ FrOIltal　v
・itta ほ paraErontat　1ia の 約4 催の 幅を有して 居 る e 腹郁 の 幕

　　　　 部鬮 絶 を呈 して 屠 る。
…・一・一・・・・・…− 1・・一・…イ 〜 ｛へ C」L　 dom −essica　L．）

　2 （1 ） Frontal 　 vitta 敵 pa　ra　fronta］la の 約 2 倍 の 幅を有 して 居 る o 腹部の 基部

　　　　 ｛ま黄色を呈して 居ない 。

……………tt−… ク ロ イ ヘ パ へ （皿 COTwina 　F．N31L ）

　亅．イ　 ヘ 　バ 　 ヘ

　　　　　　　　　　 ノ
tlftrsees 〔iomestieca　LiismE

　　 ilflasca　domestiea　Llmss ，　Fauna 　Suec．，　Ed ，
　II

，
　p．　453 （1761）；松村 ， 日本昆蟲大鬮

鑑，379 頁 〔1931 ）； 素木，日本昆蟲岡鑑 19 頁 （1932）

　　本種 は北海道何 れ の 地 に も最 も普通 に 塵 しL 世 入周 知 の 如 く，屋 内 に 多數

飛來 して 種 々 な病菌 を傅搬す るの で ， 吾 入 の 保健衛生上軍要 な關係の あ る種類

で ある 。

　　體長 ： 7〜8 ユYu1、
。

　　　　　　　　　　　　　2． ク ロ イ ヘ バ へ

　　　　　　　　　　 　　 Mtt3ea　COrv 舎1a 　］『ABRICIUS

　　Uusca　colW雇na 　FABR 【（ms ，　Spec．　Ins，，1互，　p．440　（1781）1BEzzl 　et　SwEI）1，　Ka 七al．

Palaβarkt ，　Dipt ．　III，
　p．603 （1907 ）3 松村，日本昆蟲大岡鑑 ，

379 頁 （1931｝

　　本毬 は前 者と 同樣 に 北 海道各地 に 贋 く分布 して 居 る が ， 屋内に 飛來す る こ

と は比較的 少な い ，札幌附近 で は 7，8 月 の 交野外 で 雜草 の 葉上 や 花上 に極 く普

通 に 發見 され る。

　　 體長 ： 6．5〜 Smm 。

　　　　　　　　　　　 II． ミ ド リハ ナ バ へ 屬 　（新稱）

　　　　　　　　　．Genus 刀卿 伽 π R ・Bn ‘c
’
EAu −Dmsv ・mY

　　．　 　 　 　 　 Essai　sur 　les　M 了od ，
，
　P，409 （1830）

　　複 眼 に は細毛 を粗生 して 居 る 。 中胝は弓状 に前方 に屈曲し 第 1徑 脈の 基

宇部 に は細毛列 を有して 居 る 。 中肢脛篩 の 後内面 に は 1本 の 剛毛が ある。體色

は青藍色 で 金屬光澤を有 して 居 る。
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3、 セ ス ヂ ミドリハ ナ バ へ 　（編 剛

　 DCtsypleOt・a 　 cy α neltth 　 liVIEIc・π ST

L

4

　　：lttlsc‘e　Cl／ceneltce　］IEICTEXJ　Syst・Be・Sehr ，
，　V ，　P・77　（1826）

　　LuCitice　 eii・pTithcelm“ MAcQu 皿 ｛T ，
　 Recしteil　S・c．　 S9．　Agric．　 Lille，　P．168　 C　ISr・3｝

　　Pyrlellia　cyanellct ］］Ezzr 　et　 STEIN，1（ata ］．　Palaearkt．　Dipt，　 II工，　p．607 （1907）

　　P屮
・8薦α erioplttltcglmce鞠 f［N ’LBL 　 et　 DZIEDZlcl（1，　 Nova 　 Act 馬 Abh ．　 d．　 Kaiser．

Lβop ．−Carol．　Deutseh．　Akad．　der　NaliuTiorscher，　XCV ，　 oo ．2
，
　p ．229 〔177〕 （19Ll）

　　D ‘‘StJplto・’cs　eiiol）nthcel’na
』
…弛・… Arch ・£・N ・t・・g

 ．
LXY・　XI ・191，i

・
Abt

：
A

・
HeEt

10
， p．17 （1916）

　　1）CtS！ypleora　 cy（−nelld　 Sc  RJ　 FaUL】a　 Austr．1，　 p．583　（1862）； S冠qUY
，
　Dipt．

AnthomSides
，　p ．　Bq1 （1923）iKARL ，　Tierwert　Deutschり Tei113，　III．　p．8 （192．S）

　　奩地 一 北海道 ： 1♀， 札幌 ，

・4／VI，1905，松村松年1

　　　　　　本　州 ： 1689 ♀， 八 1譁F （秋 田縣）， 3／VIII ， 工932 ， 著 者 11 δ ，

　　　　　　　　　　・日 光，2：1／VIII，1917 ，
　GALLO エs。

　　本種 は從來本邦か らは未記録 ¢）種 類で あ る。軆 は全軆光澤の あ る青藍 色で ，

胸部の横溝部か ら前方 に 不明瞭な黒色の 1縱線が あ り， 其 の 中央 の 2縦 線の 闇

と兩側 の 縱線の 外側は 白粉を装 ふ て 居 る の で ，．後方か ら見 る と 3 條の 幅廣 い 白

琶の 縱線と して 見え る。 本種 は比 較的唏な種類で ，山地 に發 見され る。松 村
hl
専

士 の採集せ られ た 標 品に は 札幌市外藻岩 山
’
と あ り， 著者は 八 幡弔登 山 の 際山林

内の 雜草 葉上で 採集 した。　　
’
　　　　　　　　　 一

　　體長 ： 7〜8．5mm 。　　　
’
　　　　　　 一

　　　
’
　　　　 ．　 IIL コ ミ ドリハ ナ バ へ 属　（新稱）

　　　　　　　　　 Genus 　Pyrellin　ROB 工NEAU −DESVOIDY

　　　　　　　　　　 Essai　sur 　les　 Myod ．
，
　P．462 （1830）

　　體色は金線色で ，金屬光澤 を何 して居る。 中脈は 弓歌 に 前方 に屈 曲し， 第 ．

1 徑胝の 基孚部 に は 剛毛列が なVO。中肢脛節の 後内面に は 1 本の 剛毛が ある e

『
4．・コ ミ ドリハ ナ バ へ 　（新稱）

　 P亨ザ撒 u α‘卿 β7伽 1・INNfi 　．

廊 郎 ceri（sver・‘篇6　LIN誘
，
　Fauna 　Suec ．

，
　Ed ．　II

， 1）．4jl　（176L）

Pyrellia　cadavei 略nci　SCHINER，　Fauna 　Au §tr．1，　p．592 α862）i
’
Bti乞　za　e‘STEIN， 、
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Katal．　d．？alsearkt ，　Dipt，　III，　p．606 （1907）｝Scffx⊥ BL ・et　DzlEDzIcKエ，　Kova 　Acta
，

Abb ．　der　Kai §er．　Leop ．−Caro】，　Deutsch ．Aka ｛L　der　NNaturEorscher ，　XGV ，　no ．2，　p．229

〔177〕｛1911｝；STE… ’
，
・A．rch ．　E．・N ・ tu・g．　L）．ilXXI ，

　1915
，
・A．bt・　A

，
・Heft・10・・P・・18（1916♪

’
］

SfiGtry，　Dipt．　Anthom7ides．　p．360 （1923）；K 餌 k，　Tiemwelt ・1）eutsch ，
，　Teil　

’
13、　 III，

P．9　（1928）

　　 rl…重也
一 可匕海道 ：　　δ　♀　多數 ，　琴｛以，

10〜15〆VII ジ
1936

，
三薔

…

者 ；　1　拿，　オL幌 ，

22／VII，　1923，高野秀 三。

　　　　　　　本 州 ； 496
，

’
1醇 早， 八 幡雫 啾 田縣）、29／VII，1932，

　n」＃．

　　 本極 も從來本邦 よ り未記録の 種類で あ る． 前者 に 酷似 して 居 る が ， 體色は

一議 に光澤の あ る金線色乃至緑色 で 斑紋 な く， 體長が 著 し く小形 で あ る の で 一

’
見區別が 出來 る 。 本種 は 札幌附近 で は 7 月頃相當多産 し ， 普通 路傍の 雜草上 に

發 見 される が ， 著者は 又野外で 排泄 され た 馬糞上 に 多數 の 本種 が群集 して 居 る
．

の を採集した。

　　 體長 ： 4．5〜5．5mm 。

　　　　　　　　　　　　 IV． セ マ ダラハ ナ バ へ 屬　　　　　　　　　　　
’

　　　　　　　　 Genus 〔弥 卿 1凸o 偽 写拓 ．　RGBD ／TE．・LU・DEsyolDY

　　　　　　 f

　　　　　　　　　　　：Essai　 sur 　les　M ：yod ．，　p．403 （1830）　　　　　　　　　　　　　　　
一

　　複眼 は細毛 を有 し て 居 る。 中胝は弓歌 に 屈曲して居 る
。 中肢脛節の 内面 に

は剛毛が ない 。腹胸側刺毛 （sternopleuu
’
al 　bristles） ρ配列 は 1 ：2 で あ る

。 腹

部 の 第 2，第 3 節の 基部 中央 に は 1 佩 前ZZreieふ て 姻 の 黒色斑紋が 靭 ・ 其

の 爾側の もの は著 しく小 形 であ る。

　　　　　　　　　　　　　5， セ マ ダラハ ナ バ ＾

　　　　　　　　　　　 G … pho7n！lia・m αeukttα　Scbp・H

　　 iU7Tesca 　maculata 　SCo？o” ，
　Entom ．　carn ．

r　p．　326　（1763）

　　伽 μ噸 岬 ・繭 ‘・ S』E ・・NER
，
　F ・ nn ・ A ・str・エ，　P・5S2．（1862｝； BEzz・eL 舳 ・N

・

K ・ t．al ．　d．　P ・la・a・kt，　Dip・．
，

・II，　P 　599 （・9。7）IS ・msma ・ ・t　D ・・ED ・・cK ・，・N ・va 典t・・

Abh ．　der　Kaiser ：Leop ．−Carol．　 Deut．sch ．　Akad ．　der　NatutEorscher，　XC 　V ，　no ．2J？、

172 〔120〕（1911）； SrEltN，　Arch ．　f，　Xaturg．　LXXXI ，
1915、　 Abt．　A ，　Heft　10，　p．15

（1916）i 離 （兀 Y
，
Dipt．　Anth’omyides ，　p．350 （1923）；K ム RLr　Tierwelt　Deutscb．，　Tei1

13
，
m

， P ；10 （1928）；鮒 ・ 日本昆蟲 輝 鑑 P・378（1931）

　
・
本種 は北海道各地 に 廣 く分布せ る普通種 で ある・’野外の 雜草 ・雑木 の 葉上
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や 花上 に ク ロ イ ヘ パ へ 等 と同時に採集が 出來る
。 北｛髄 帝國大學農學部昆蟲學

敏室に は土 井久作氏探集の 千島紗那 塵 の もの もδ♀ 1頭宛所藏 きれ て 居る。

　　體長 ； 7〜9．5m 脚 。

　　　　　　　　　　 V ． ウ ス ホ シ ハ ナ バ へ 屬 　（新稱）

　　　　　　　　　　　　 Ge皿 tS　I）」r1．εosア伽 RON．a 〕AN エ

　　　　　　　　　　　　　Pvodr ．
，
1

，
　P・91　（1856）

　　複眼 は細毛 を有 して居 る。 中脈 は 先 端近 くで
， 少 しく折 ”曲つ て 居 る。中

肢脛節 の 内面 に は 剛毛が 准い 。 腹胸側刺毛 （sternopleural 　bristles） の配列は

2 ：2 で あ る
e 腹部第 2，第 B 節の 背面 に は暗褐色 の 2小紋が あ る。

　　　　　　　　　　　6． ウ ス ホ シ ’
》ナ バ へ 　（新稱 ）　　　　 ，

　　　　　　　　　　 ilfyiospil4 ”iectitCtbtcncla　FABR エClus

　　JVttsca　me 〔litabun‘1（る F．sコ RICIus
，
　Spec ．　InS．，工1，　p．444　（1781〕

　　itrtthomyia 　mediitabunda 　MELGE国J　Syst．　Beschx
’．

，　V ，　p．79 （1826｝

　　Mydaea ？medit αbunela　BEzzr　et　STEIN，　Kata1．　d．　Palaearkt．　Dipt．，　lll，p．642 （1907）

　　Mydiα ea （Uyiogpila）　？nediitabztn〔Zcs　ScHN ムBL 　et　DzlEDzlcKI，　Nova 　Acta ，　Abh ．　der

Kaiser，　Leop．・Caro1．　Deutsch．　Akad ．　der　Naturferscher，　XCV ，　NQ ．2
，　p．159 〔107〕

・

（1911）

　　晦 ・spilα ．rAedieabunda 　Scmh’ER ，　Fauua 　Amstr ・1，
　P・　598 〔18a2）； S皿 …

’
，　 A ・ch ・

f．Naturg，
　LXXXI ，1915

，
　Abt．　A ，　Heft　10，　p ．71 （1916）｝ ｝1△u ］LoGu ．

，　 Trans．　 Am ．

Ent ，　Soc．，　XL 工V ，　p．265 （1918）i　S危GuY ，
　Dipt．　Anthomyides，．p．346 ｛1923）；1くARL ，

Tierwelt　Deu恤 ch ．1　Tel｝13，　 III．　p．10
’
α928）

　
’
産地

一 北海道 ： 26 δ，札幌，20／V ，
1923

， 高野秀三 ； 16
， 札幌 ，

2ユハr
，

　　　　　　　　　　1924， 高野秀三 ｝ 16
， 札幌圓 山，

15／V ．1923 ， 採集者不 明。

　　本種は從來本邦か ら未記録の 種類で あ る。 體色 は地 色黒 色 で あ る が ，胸部

に黄荻 色粉 を裝ひ ， 背面に は顯著な黒色 の 4 縱線が あ る
。 腹部 は 一機に 黄友色

粉 で 覆はれ ，第 2．第 3兩腹節の 背面 中央 には曙褐色の 2小紋 を有 して 居 る。本

種は著者 自身未 だ採集した こ とはない が ， 上記 の 標 品に依れ ば 5 月頃出現 する

比鞍的稀な種類で ある と言 へ や う。

　　 體長 ； 7mm 。

　　　　　　　　　　　　 VI．．キバ ネ クロ バ へ 屬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Genus　M θsembo ・ina　聾iEIGEN

　　　　　　　　　　　 Syst．　BdSchr ．
，
　V

，
　p．10 （1826）
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　　體は 光澤ある黒 色で
，
・複眼 に は細毛 を有 して 居ない 。 中胝は 弓欺 に 屈曲 し

て 居 る。 菱欺部 の 前縁に は多數 の 長剛毛が あ る。翅の 基部及鱗歌片は鮮黄 色を

呈 して 居 る。

　　　　　　　　　　　　7． キ バ ネ ク ロ バ へ

　　　　　　　　　　　　　　 illeseonb ？
”ince　sp ．

　　遅 βε8励 1
」
‘π α 五α‘7覦 Zε‘松i寸 （nee 　DEsve 【DY ） 日本千鐡鬮解、．

IL 　110 頁 （lge5 ）1 同 ，

日本昆蟲大 膕鑑 ，
37S 頁 ロ 931）

　　從來本邦に 於 て 用ひ られ て 居た本種 の 學名 ）f．　Latreillei一 之は松村松年 博

士 が D ．W ．　CoqmLE τ 氏 に依頼 し て 査定 きれた もの で あ る が 一 は既 に STELY

氏 （ユ9正7） に依 つ て 歐洲産 の 普通種 ilL ．tnel ・iciiancaの異名で あ る こ と が 明 か に

せ られ て 居 る。然る に 本種は lf，　 oner・icliaoueとは全 娚 口腫で あ り．且現在世界

に 於 ける本屬の 既知種 は僅 に 8種 に 過 ぎ ない の で あ る が ， 種名の 決定に猫 多少

の 時 H を要 す るの で
， 鼓 には未決 定 の 盤記録 し近 き將來 に於 て改 め て 本種 の 學

名 を決定 した い 考 で あ る。

　　本種は イ　t・ 一 く へ 亞科 中で 最 も大 き く體長 12〜14mm に 達 し， 體 色は光澤

Q彊い 黒色で ， 胸背の 前 まドに 幅 の 廣 い 白色 の 3縱線が あ り， 翅 の 基部が鮮黄色

を呈 して 居る點等 で 他の 何れ の 種類 と も明か に 區別 す る こ とが出來る。 獪本種

の 分布 に 就 い て は松村博士は北海道 ・ 本 州 ・ 歐洲 と されて 居 る が ， 所藏標 品中

に は本州 産の もの は發見出來なか つ たの で ， 本州に 産する か否かは 疑問と して

置 き慶V ・。 北 海道及び樺太 の 各地 vaは相當廣 く分布 し て居 るが ， 個體數 は餘 り

多 くな く， 山林内 の 雜草 の 花上や 葉上 で 採集す る こ とが出來 る。

　　　　　　　　　　　　V工L オ ホ ィ ヘ バ へ 屬

　　　　　　　　　 Genus 　1｝luscimα P．OBn 　EtLv−DEsvorDy
’

　　　　　　　　　　Essai　sur 　les］lyod、，　p．406 （1830｝

　　中胝 は弓朕 に屈曲 して居 る。 中刺毛 （acyostibal 　biiPLIes） は顯著で 2 列に

配列 uて 居 る
。 菱状部 の 先端は赤褐色を 呈 して 居 る

。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 種　の 　檢　索 表

　　　　　　　　　　　　　 ・　　 6’
♀

　 1 （2 ｝ 脛節は黄色であ る。

・…『………・…………オ ホ イヘ パ へ （JV ．　stabtelans　FALk ）
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2 （1 〕

3 （4 ｝

4 （3 ）

脛 i釿τは 黒色であるo
……・……・…・・…・・……・・……・……………’…・・…………

　3

小腮巒は黒色で，中脈は 殆 ど直線をな し先 端近 くに於 て 1韮に屈曲して居る o

．．．．＿ ＿．＿．＿，．＿……・………・…・・セ ア カ ク ロ バ へ （an　assiilt
−ilis　F．LLi．．）

小聰鬚は 黄色で ，申賑は顯著に屈曲して 屡 る 。

・……・………・・…・……・……

…・……・………・……………・・…・
オ ホ セ ア カ ク ロ バ へ くjL　pabu

’

erum 　F ム LI．，）

　　　　　　　　　　　　 8． オ ホ ィ ヘ バ へ

　　　　　　　　　　　　 弖疏協c魏 儒 stab
．認α？二s　 FAILEN

　　跏 εcα stabulat ユs　F・LT，1．ENL
，
Musc ，，　P・52 〔1823）

　　0シ♪
・
‘oneec7

・
α stabttl ‘s

・
ltS　SCH斟 E 【弋，　Fauua 　Austr ・1，　P・597 く1862｝i 松村，日本昆蟲

大鬮鑑 ，
37S 頁 （1931）

　　11fttsCina　stabulans 　BEZZI　et 　SrEIメ，　K 翫 al．　d．　Palaeavkt ．　Dipt．，　III，　p，614 （1907）

　　本鍾は北
』
髄 各地 に贋 く分布 し ， 屋 内 に も飛來す る最 も普通種 で あ る。

　　骨豊長 ：　6．5 〜85n ］rm；

9． セ ア カ ク ロ バ へ 　（新稱 ）

　　　　　　　　　　　　　lt・tescince　as8i’mit ・i＄ FALLIIN

　　j血‘36α ｛じssimilis 　F1LLLEN，　Musc ，
，
　P・56　（1S23）

　　Cge’tOneura　assimilis　SCEI・NER ，
　Fauria　AUstr ．1

，　P・S98 （1862＞

　　iltTcscina αssion
’itis　BEzzi　et　S・rErN ，　Kata1．　d，　Palaearkt．

『Dipt．
，
111

，
　p．6L3（19〔，7）i

ScHNdB］、　et　DzエEDzlcK エ，）　 ova 　Acta ，　Abb ．　der　Kaiserl．　Le．op ．・Carol．　Deutsc：h．Akad 、

der　1　a執urforbcher ，　X σ▽，　no ．2，　p．
’173 〔】2／〕（1911）；STEIN，　A 　rch ．　f．　Naturg．　LXXXI ，　 丶

1915，Abt．　A ，
　Heft　10，

　p．19 （1916）；　S蠢GuY ，
　Dipt．　Antbomyides

，
　 p．352　（IE　b．3）；

K ムRL ，　Tierwelt　Deutsch ，　Teil　 13，　III，　p．12 （1928 ｝

　　産地
一 北海道 ： 19 ，札幌 ，

26／V ，
1916

， 松村 松年 ； 1d ，神居 古潭，高野

　　　　　　　　　　 秀三 ； 1♀，定 山溪 ，
30／V 工II，

≡菩者。

　　　　　　樺　太 ： 1 ♀，一の 澤，15／V 工II，1923 ，松村松年。．

　　　　　　 本　州 ： 3 ？， 上高地 ，30／VII，1933 ，著者。

　　本種 は從 來本邦か ら未記録 の 種類で あ る 。 鱧 の 地 色 は黒色で あ る が 全 體淡

い 友 色粉で覆はれ て居 る。 胸背に は後方か ら見 る と黒色り 4 縱線が 明瞭 に 見 ら

れ る G

’
比較 的稀な種類で ある が 1 山地 の 雜草葉半に發見す る こ とが出來 る。

　　體長 ：

．6．5〜8、5mm 。
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　　　　　　　　　10．オホセ ア カクロ バ へ 慚 m ）

　　　　　　　　　　 Pt’te・SeincG　pa“ 1）己510i・tsnl　FALL 邸

Stttsca　pabLdeit“ n 　FAL 田 ｝r
，
　I　Iuse．

亅 p．51 （1823）
CY“

’tOilt・Ui・as　vabttloiuTm　SCITINER，　Faulia　AL【str ．1
，
　p．597 （1852）

jfuscti，tc‘ pabtdo）
’
tcni　BEzzl　eし ST班 N

，　K 吊tal．　d．　Palaearkt：Dipt．工II
，
　p．6匹 （1907）｝

Sel［ts−．uS 　L　et　 DzaEDzlc】u ，　 Novs 　Acta，　 Abh 、　der　xaiser，　 Le叩 ．−Carol，　Deutseh ，Akad ．

der 蕊 aturfor §chev
，
　XG 、

「
，110．2，

　p．173 〔121〕（1911冫｝STEエ馮 Arch ．　L　Natu じg．　LXXXI ，

1915，Abt 　A
，
　Heft　10，　p．19 （1916冫j　Si…G

’
vY

，　Dipt．　AMthemyide3
，　p，353 （1923）；

KARL ，　Tierwe 比 Deut ヨc1ユ、
，
　Teil　13

，
　III，　p、12 （1928）

　　奩地 一 北 海道 ： 3♂δ ， 札 幌 ，
22／VH ， 1923 ， 高 野秀 三 12 拿？， 札 幌 ， 13／V ，

　　　　　　　　　　松村松年 ； 19 ，定 山溪 ，
22／IX ， 松村 松年 ； 1 ？， 定 山溪 ，

　　　　　　　　　　IX31931
幽 著者 。

　　　　　　 本 　州 ： 19 ，上 高地 ，30／V ユ1， 1933， 著者』

　　本種は從來本邦か らは未 記録の 種類で あ る。 オ ホ イ ヘ バ へ に 酢似 して 居 る

が ，上 記 の 檢索表に 示 せ る如 く明か に 區別 され ， 叉 稍 々 本毬 の 方が 大形 で あ る q

比較 的稀 な種類で あ つ て
，

セ ア カ ク ・ バ へ と共 に 山林 内の 雜草葉上等 で採集が

出來 る。

　　體長 ： 9．5〜10．5nlnコ
e

　　　　　　　　　　　 VIII． セ ジ ロ ハ ナ バ へ 屬 　（新稱 ）

　　　　　　　　　　　 Genus　liforell・ia　ROBD ぼE，田 一DESSfomy

　　　　　　　　　　　 Es8ai　sur 】es　1’lyod．，　P．405　〔i830）

　　 中胝 は 弓1りこに 前 方 IC屈曲 し，第 4
，第 5徑脈合脈は基牛部 に 細毛 列 を有 して

居 る。 中刺毛 （acrostical 　bristles） は不明瞭 で あ る
。 菱状部 の 先端は赤掲色 で

な v・。

　　　　　　　　　　　　1「， セ ジ P ハ ナ バ へ 　慚 稱1

　　　　　　　　　　　　　 111b，
・elt・ia　 1ゐ0？・torte7n　 F 、、　LLEN

　　lfusca 五〇 lto ）
’
tIm 　F．LLLEN ，　Acta 　Holm ，

躓 p．2δ2 （1816，；．　ME エGE 璃　Syst．　 Bescbr．，．
V ， p．73 （1826）

　　 Gryrto，zeura 　ILOI’tortem　SCErlttER，　Fauna 　Austr ．工，　p．　ijg7　〔1862，

　　 盛fb7℃ 翠‘ω hortoruπm 　BEzzl　et　S皿m ［）i
‘
，　Katal．　d．　Palnearkt．　Dipt．，　111， 1）．601 （1907）｝

ScKNABL　eち DzlEpr．IKI ，
層o 鴨 Ac ：ta

，
　 Abh ．　 der　Kaiser，　Leop

，

−Carel　Deu 協 ch ．　Akad ，

der　Xaturfor5cher，宜CV ，
　 no ．2，　p．174 〔122〕 al しd　p，328 〔留76コ（L911）；SlrELN，　Aruh．

f．Naturg
．　LXX 　XI

，
1915

｝
Abt 　A ，　Heit　1D

，
　p．　16 ｛1916）iSEGuy ，　pipt，　Antbomyides ，　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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加藤靜夫 ： 北海道産 イ ヘ バ へ 亜 科 69

p．349 （1923）；KATtt．，　Tierwelt　Deutsch．，　Teil　13，　III、　p，13 （192S）

　　塵地
一

北海道 ： 266
，1：L幌 ，

26／V ，　1916 ，松村松年 ： 2δδ ，札幌 ， 高野秀三 。

　　　　　　樺　太 ： 1拿，一の 澤 ，
25／V 工II，19鱗 ，松村松年 ： 39 早，小沼，

　　　　　　　　　 23／V 工1
，
1934，渡邊千徇 ： 1 ？， 野田 ，

6／VIII，
1931

， 渡邊

　　　　　　　　　　千佝 d

　　　　　　本 州 ： 1 δ，日光 、VI 工一“VIII
，
1917，　GAr，T．ols ； 19 ，日光，　 VIII，

　　　　　　　　　　1912
， 松村松年 ： 16

， 八幡 雫 （秋 田縣），
29／VIL 　 1932

，

　　　　　　　　　 著者 ：　16 ，　イ旦島 ，
5／VIII，　1929，　岡田一彡（n

　　　　　　朝　鮮 ： 1 宰，
1δ， 水 原 ，

ユ／IX ，
1922，内田登一 ・高野秀 三 。

　　本種 は從來本邦か ら未記録 の 種類 で あ る e 儺色は地 色黒 色で ，孚光澤を有

して 居 る。 胸背に は 3 條の 白色 の 縱線が あ り，中央 の もの は長 く菱歌部 ま で 延
’

長 して 居 る u 腹部 は青銅色粉で 覆は れ 背面中央 に は黒色 の 細 い 1縦線を有 して

居 る。 本種 は 札幌附近 に は比較的稀な らざ る種類で あ つ て ，
’

ク 戸イ へ づ へ
，

セ

V ダ ラ ハ ナ バ へ 等 と同 じ條件の 下で 採集出來 る。

　 ・體長 ： 6．5〜8．5mln 。 ．

　　　　　　　　　　　　 II．サ シ バ A 族

　　　　　　　　　　　　　 Tribe　Stomoxyq 量ni

　　　　　　　　　　　　 IX．サ シ
’
バ へ 屬

　　　　　　　　　　　 Genus　StOMoxeJS　GEOFFRoy

　　　　　　　　　　　Hist．　d
：
Ins．

，　IT ，　p，538 （1764）

　　小 腮鬚は 口 吻 よ り短 く，觸角刺 毛 は 上 面の み に 細毛 を有 して 居 る。

　　　　　　　　　　　　　12． サ シ ．パ へ

　　　　　　　　　　　 S“tomOXtJS　 cαZc｛蜘 旧 LINN・　S

　　 Oonops　ealCitrans 　LrNh’E ，　Faune 　Suec．，　Ed ．　II，　p．467 （1761）

　　 Stomoxys　calciZrans　BEzzi　et　STEIN，　KataL 　d．　Palaearkt ．1〜ipt．，　IIT，　p ．611（1907）｝

松村 ， 日本昆蟲大 岡鑑 p，381　〈1931＞； 素木 ， 日本昆蟲岡鑑 p．20 （1932）．

　　本種 は 北海道各地 に廣 く分布 して 居るが ， 近 年特 に 渡島國 に於 て本種の 發

生甚 し く； 家畜殊 に 乳牛 の 飼養上
一
’
大障害 を來 して 居 る。 北 海遒 に 於 け る家畜

衞生上將來大 に注意 を要する害蟲の
一で あ る 。

　　 體長 ： 6〜 7．5mm 。
　　　　　　　　 1
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